
　　　　　「科学へジャンプ イン 広島２０２５」を開催します！ 

 

 

 

 

 

 

 

１　日　時　令和７年11月23日（日）10:30～15:30 

２　場　所　広島中央特別支援学校（広島市東区戸坂千足２－１－４）各教室 

３　内　容　 

 

 

 

〈ワークショップの内容〉 

・ 「博物館の標本をさわってみよう！　～触って比べる化石や毛皮～　」（広島大学総合博物館） 

・ 「電気と磁石の不思議な関係」（広島工業大学） 

・ 「サメのふしぎ」（沖縄美ら海水族館） 

・ 中四国地区盲学校教員による実験など　 

４　参加者　中国・四国地区及び九州地区の視覚障害のある小中高生　15名 

　　　　　　学生及び教職員スタッフ　31名 

　　　　　　保護者を含む見学者　約25名　　　　　　　　　　　　　　　計　約70名 

５　主　催　科学ヘジャンプ中四国地区実行委員会 

６　後　援　全国盲学校長会、中国・四国地区盲学校ＰＴＡ連合会 

７　その他 

・　取材は取材可能な児童生徒にのみ行っていただくようお願いします。 

　・　取材可能かどうかについては、会場の学校職員にお尋ねください。 

＜令和３年度に広島中央特別支援学校で開催した際の様子＞

 10:30～10:50 開会の集い
 11:00～12:30 ワークショップⅠ
 13:30～15:00 ワークショップⅡ
 15:10～15:30 閉会の集い

　広島中央特別支援学校にて、「科学へジャンプ イン 広島２０２５」を開催します。 

　「科学へジャンプ」は、視覚障害のある児童生徒に、科学の面白さを知る体験や実習、 

ＩＣＴ活用による新しい可能性の広がりを感じ取る機会を提供する体験型学習イベントです。

　当日は、中国・四国地区及び九州地区の視覚障害のある小中高生で、科学に興味をもって 

いる児童生徒と保護者等が参加します。 

　科学の楽しさを知り、科学の夢にチャレンジしている児童生徒の姿をぜひ取材に来てくだ 

さい。

報道提供資料 
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学校名　 広島県立広島中央特別支援学校 
担当者　 教頭　久保　真喜子 
電　話 　０８２－２２９－４１３４


